
五
・
二
六
城
山
近
き
病
室
で

　卆
寿
を
祝
い
感
慨
に
耽
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　湯
　河
　山
田
　司
郎

電
気
代
ゼ
ロ
町
づ
く
り
目
指
そ
う
よ

　地
方
創
生
追
い
風
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　下
石
見
　浅
川
　三
郎

地
方
か
ら
風
を
お
こ
そ
う
日
本
丸

　総
理
の
郷
は
資
源
の
宝
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　下
石
見
　浅
川
　三
郎

梅
雨
明
け
し
夏
の
盛
り
を
迎
え
つ
つ

　流
る
る
汗
や
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　
　上
石
見
　福
田
　輝
之

半
夏
生
今
年
の
梅
の
出
来
不
出
来

　無
想
の
琥
珀
願
い
つ
く
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　上
石
見
　福
田
　輝
之

ヨ
ッ
コ
ラ
シ
ョ
老
い
の
口
ぐ
せ
ひ
孫
が
ま
ね
る

　腰
ま
で
曲
げ
て
歩
か
な
い
で
よ

　
　
　
　下
石
見
　佐
伯
み
す
ず
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自
由
律
俳
句

お
お
く
さ
の
会
編
集
室
選

お
寺
の
鐘
、
今
日
の
感
謝
を
風
に
の
せ

　
　
　
　茶
　屋
　木
山
　輝
子

も
う
こ
ん
な
歳
今
日
は
私
の
誕
生
日

　
　
　
　
　茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

も
う
一
寸
待
っ
て
木
蓮
さ
ん
明
日
は
霜
予
報
だ
よ 

茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

此
の
歳
で
と
始
め
た
ス
マ
ホ
頭
と
指
の
に
ぶ
さ

　生
　山
　渡
辺
　圭
子

孫
帰
り
野
菜
高
い
と
主
婦
な
み
に

　
　
　
　
　
　宝
　谷
　長
尾
　智
恵

忙
し
く
過
ぎ
た
連
休
楽
し
い
思
い
出
置
い
て
行
く 

神
戸
上
　柴
田
　篤
子

夕
顔
の
香
り
を
楽
し
み
に
そ
の
種
を
蒔
く

　
　
　茶
　屋
　小
林
　道
子

短

　
　歌

俳

　
　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

藤
棚
や
小
雨
に
煙
る
日
野
の
山

　
　
　
　
　
　萩
　原
　岡
本
　健
三

雨
上
り
崩
れ
し
ま
ゝ
の
白
牡
丹

　
　
　
　
　
　宮
　内
　木
村
萬
佐
子

山
野
草
似
合
う
古
民
家
風
薫
る

　
　
　
　
　
　宮
　内
　田
邊
登
志
美

庭
小
陰
何
時
い
ず
こ
よ
り
海
老
根
蘭

　
　
　
　宮
　内
　舩
越
　裕
子

花
す
だ
れ
甘
い
香
り
の
藤
の
寺
「
神
宮
寺
」

　矢
　戸
　和
田
　淑
子

ふ
る
里
の
春
空
恋
し
父
母
思
ふ

　
　
　
　
　
　神
戸
上
　笹
間
　玲
子

岩
山
に
あ
ら
ダ
ル
マ
ふ
じ
初
夏
の
み
ち

　
　
　菅
　沢
　秦
　
　節

立
夏
と
う
名
ば
か
り
季
節
は
過
ぎ
に
け
り

　
　下
石
見
　矢
田
貝
　元

苺
熟
れ
妻
と
手
植
を
思
い
出
し

　
　
　
　
　
　花
　口
　新
田
　祐
士

新
緑
を
鏡
に
写
す
不
随
の
身

　
　
　
　
　
　
　花
　口
　新
田
　祐
士

「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
思
を
伝

え
る
手
話
。
鳥
取
県
で
は
手
話
言
語
条

例
制
定
後
、
手
話
を
見
か
け
る
機
会
が

増
え
て
い
ま
す
。
日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル

で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の
ペ
ー
ス
で
基
本
的

な
手
話
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
手

話
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
一
緒
に

手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　６
日（
日
）
14
時
〜
15
時
30
分

　場
所

　文
化
セ
ン
タ
ー
第
３
会
議
室

【
問
合
せ
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

７
月
の
日
程

広
報
文
芸

「
事
務
」

「
役
場
」「
役
所
」

広
報
に
ち
な
ん
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
投
稿
の
あ
っ
た
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

個
人
で
の
投
稿
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
送
付
く
だ
さ
い
。

と
き

ふ

む
そ
う

で
き

こ
は
く

は
ん
げ
し
ょ
う

左の手のひらは下向きに置
いて親指と人指し指をつま
んだ形にした右手２指で字
を描く仕草をする
（机について書類を書いてい
るイメージ）

右手５指を折り曲げ
て指先を下に向けて
軽くおろす

左の手のひらに右肘
をのせて指を伸ばし
て立てた右手を前後
に動かす 政治 場所


